







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































№70 №47・1409年 №10・1416年 №28・1416年 №22・1417年



























№34 №４ №23 №67 №２ №７№82
№63 №25 №60 №12 №31 №40
№44・1422年 №52・1422年 №６・1435年 №59・1438年 №77・・1452年
125図　Ｂ類（薬研彫ｂ）（画像は３Ｄソリッド）















№93（写真） №36（写真） №87（写真） №96（写真）
№92（写真） №97 №102（写真） №72






























































































































































































































































































































番号 戒名 銘　　　　　文 地上高 種子 仏尊 回忌
56 道金禅門 偈「無智人中　莫説之経」「嘉吉二（1442）年十月二十八日」「道金禅門」「施主　敬白」 84 アーク 胎蔵界大日如来など 十七回忌？
18 道金禅門 偈「万法一如」「嘉吉二二（1444）年」「三月」「道金禅門」「敬白」 53 カーン 不動明王 初七日
103 道金禅門 「道金禅門」 76 バン 金剛界大日如来 十三回忌
19 道泉禅門 「道泉禅門」 62 サorサク 観音or勢至 百か日忌or一周忌
31 道泉禅門 「道泉禅門」 65 キリーク 阿弥陀如来 三回忌
22 明泉禅門 偈「修此三昧者」「現證佛菩提心」　「右志者為過去聖霊応永廿四（1417）年四月日」「明泉禅門」「孝子」「敬　白」 63～ カ 地蔵菩薩 五七日
99 世久禅門 偈「而生其心」 50 不明
46 世久 「世久」 79 バーンク 金剛界大日如来 十三回忌
32 覚円禅門 偈「万法一如」「右志趣者」「覚円禅門」 58 サク 勢至菩薩 一周忌
77 覚圓禅門 「宝徳　二（1452）年」「十月十七日」「覚圓禅門」（※沢内板碑群最新年） 88 バーンク 金剛界大日如来 十三回忌
9 道春禅門 「道春禅門」 51 サ 観音菩薩 百か日忌
6 ■■禅門 偈「万法一如」「永享七（1435）年」「十一月日」「右志趣者」「■■禅門」 61 バイ 薬師如来 七七日
54 道秀 「道秀」 56 サ 観音菩薩 百か日忌
40 道妙 月輪　「是法平道」　「無有高下」「右志者　二月十三」「歿故」「道妙」 53 アー 開敷華王如来 
41 妙珎禅尼 「妙珎禅尼」 74 不明
60 妙珎禅尼 「妙珎禅尼」 60 バイ 薬師如来 七七日
65 妙珎禅尼 「妙珎禅尼」 69 サク 勢至菩薩 一周忌
94 　珎禅尼 「珎禅尼」 67 不明
70 明善禅尼 「明善禅尼」　右左に分ける 70 モーンク？ 文殊菩薩の荘厳体か 三七日
59 妙善禅尼 ア・ビ・ラ・ウン・ケン「永享十（1438）年十月日」「妙善禅尼」「敬白」 46 サ 観音菩薩 百か日忌
25 　禅尼 「禅尼」 67 カ 地蔵菩薩 五七日
80 禅 「禅」 34 バイ 薬師如来 七七日




















































































番号 頭形 地上高 幅 厚さ 種子 十三仏主尊 回忌 石材 成形 加工 特記（年号は赤色　戒名・偈・真言など重要事項は太字）
1 三角 77 44 9 タラーク 虚空蔵 33回忌 頁岩？ 自然石Ｂ 頭部・側辺 真言「ア・ビ・ラ・ウン・ケン」「キャ・カ・ラ・バア」
2 三角 83 31 10 バーンク 金剛界大日 13回忌？ 頁岩？ 自然石Ａ 頭部 種子五点具足
3 三角 60 31 6 サ 観音 100か日忌 頁岩？ 割石Ａ 頭部
4 三角 35 18 7 カ 地蔵 57日 頁岩？ 自然石Ａ 頭部
5 平頭？ 64 24 6 バーンク 金剛界大日 13回忌？ 頁岩？ 自然石Ｂ 側辺 種子は五点具足（特異形）
6 三角 61 31 17 バイ 薬師 77日 頁岩？ 自然石Ａ 側辺 偈「万法一如」「永享七（1435）年」「十一月日」「右志趣者」「■
■禅門」
7 三角 46 25 3 バーンク 金剛界大日 13回忌？ 頁岩？ 割石Ａ 頭部 種子は五点具足
8 三角？ 65 31 7 モウ？ 文殊？ 37日？ 頁岩？ 自然石Ａ 頭部・側辺 「応永十（1403）年十月五日」紀年銘は沢内板碑群最古
9 三角 51 17 6 サ 観音 100か日忌 頁岩？ 割石Ｂ 頭部 「道春禅門」
10 三角 92 21 9 ウン 阿閦 7回忌 頁岩 自然石Ｂ 頭部・側辺 「右志趣者応永廿三（1416）年二月日」
11 三角 57 29 7 バイ 薬師 77日 砂岩？ 自然石Ａ 頭部
12 平頭 65 27 10 バン 金剛界大日 13回忌 粘板岩 割石Ｂ 頭部 「応？」「右志　」「而■」偈「応（無所住）　「而（生其心）」（『金
剛般若経』）
13 三角 59 12 10 不明 不明 砂岩？ 割石Ｃ 不明
14 三角 49 26 6 不明 不明 頁岩？ 自然石Ａ 頭部・側辺
15 三角 37 22 4 サorサク 頁岩？ 割石Ａ 頭部 偈「応（無）所（住）」、「而生其心」（『金剛般若経』）
16 平頭 49 14 6 不明 不明 頁岩？ 自然石Ａ 頭部
17 不明 67～ 23 14 バイ 薬師 77日 頁岩 割石Ｃ 不明
18 不明 53 34 6 カーン 不動 初 7日 頁岩 割石Ｃ 頭部・碑面・
側辺・背面
偈「万法一如」「嘉吉二二（1444）年」「道金禅門」「敬白」「三月」
19 アーチ 62 24 7 サorサク 頁岩 自然石Ａ なし 「道？泉禅門」
20 三角 92 34 5 カ 地蔵 57日 頁岩？ 自然石Ａ 頭部
21 平頭 63 23 9 バイ 薬師 77日 頁岩 自然石Ａ 頭部
22 不明 63～ 35 8 カ 地蔵 57日 頁岩 自然石Ｂ 不明 偈「修此三昧者」「現證佛菩提心」「右志者為過去聖霊」「応
永廿四（1417）年四月日」「明泉禅門」「孝子」「敬白」
23 不明 76～ 36 5 バイ 薬師 77日 頁岩 自然石Ｂ？ 頭部・側辺
24 アーチ 51 24 6 不明 不明 頁岩 自然石Ａ 頭部
25 アーチ 67 24 6 カ 地蔵 57日 頁岩？ 自然石Ａ 頭部 「禅尼」
26 三角 72 28 15 カ 地蔵 57日 頁岩 自然石Ａ 頭部・碑面
27 三角 44 13 6 不明 不明 頁岩 自然石Ａ？ なし？
28 三角 81 32 4 キリーク 阿弥陀 3回忌 頁岩 割石Ｂ 頭部・側辺 「応永廿三（1416）年　丙申　十月日」
29 三角 64 36 10 サク 勢至 1周忌 頁岩 割石Ｃ 頭部・側辺？
30 平頭 46 22 10 キリーク 阿弥陀 3回忌 頁岩 割石Ｂ 頭部
31 三角 65 28 9 キリーク 阿弥陀 3回忌 頁岩 自然石Ｂ 頭部 「道？泉禅門」
32 平頭 58 26 6 サク 勢至 1周忌 頁岩 自然石Ｂ 頭部・側辺 偈「万法一如」「右志趣者」「覚円禅門」
33 アーチ 50 22 11 サク 勢至 1周忌 頁岩 自然石Ａ？ 頭部
34 三角 52 28 5 カ 地蔵 57日 粘板岩 自然石Ａ 頭部・側辺
35 アーチ 64 17 5 カ 地蔵 57日 頁岩 自然石Ａ 頭部 偈「一切善悪」「都莫思量」「母大聖霊之應永十一（1404）年十
月廿三日」「甲申」「敬白」
36 アーチ 42 36 5 タラーク＋ダ 虚空蔵 33回忌 頁岩 自然石Ａ 頭部
37 ドーム 40 27 13 ユ 弥勒 67日 頁岩 自然石Ａ なし
38 三角 40 32 4 サorサク 粘板岩 自然石Ｂ 碑面・頭部・
側辺
種子は平彫
39 平頭 55 35 10 アーンク 胎蔵界大日 17回忌？ 頁岩？ 割石Ｃ 碑面・頭部・
側辺
種子は五点具足　輪郭平彫
40 平頭 53 32 9 アー 除憂冥菩薩？ 頁岩 自然石Ａ 頭部 月輪「是法平道」「無有高下」、「右志者　二月十三」、「歿故」、
「道妙」
41 アーチ 74 31 11 不明 粘板岩 自然石Ｂ 頭部・側辺 「妙珎禅尼」
42 平頭 55 17 12 サ 観音 100か日忌 花崗岩？ 自然石Ａ 頭部
43 ドーム 50 30 6 ウン 阿閦 7回忌 頁岩 割石Ａ 頭部
44 三角 67 25 14 サ 観音 100か日忌 頁岩 自然石Ａ 頭部・背面 「ア・バン・ボローン」「ア・ウン」（胎蔵界・金剛界・一字
金輪、蘇悉地）「応永廿九（1422）年十月日」
45 三角 60 27 5 アーンク 胎蔵界大日 頁岩 自然石Ａ 頭部
46 三角 79 27 4 バーンク 金剛界大日 13回忌？ 頁岩 割石Ａ 頭部 「世久」
47 三角 65 35 11 バク 釈迦如来 27日 頁岩 割石Ｂ 頭部・碑面 「應永十一（1409）年二月十六」
48 三角 48 22 8 サ 観音 100か日忌 頁岩？ 自然石Ａ 頭部
49 三角 55 30 4 サク 勢至 1周忌 頁岩 自然石Ａ 頭部
50 アーチ 74 22 11 サク 勢至 1周忌 頁岩 割石Ｃ 頭部・側辺
51 不明 48 28 4 バン 金剛界大日 13回忌 頁岩 割石Ｂ 頭部・側辺
52 ドーム 58 21 9 カ 地蔵 57日 頁岩 自然石Ａ 頭部 「応永廿九（1422）年十月日」「十」は「十一」の可能性もある
53 不明 76～ 41 6 サク 勢至 1周忌 粘板岩 割石Ｂ 不明 「逆修妙清」
54 三角 56 32 8 サ 観音 100か日忌 頁岩 自然石Ａ 頭部・側辺 「道秀」
55 平頭？ 50 22 5 バイ？ 薬師？ 粘板岩 自然石Ｂ 頭部
56 三角 84 28 7 アーク 胎蔵界大日 頁岩 割石Ａ 頭部 偈「無智人中　莫説之経」「嘉吉二（1442）年十月二十八日」「道
金禅門」「施主　敬白」
57 アーチ 59 29 8 ウン 阿閦 7回忌 頁岩 自然石Ａ 頭部・側辺 「応永十一（1404）年二月日」
58 不明 93 46 8 カ 地蔵 57日 粘板岩 割石Ｂ 側辺
59 平頭 46 19 6 サ 観音 100か日忌 頁岩 割石Ａ 頭部・背面 「ア・ビ・ラ・ウン・ケン」「永享十（1438）年十月日」「妙善
禅尼」「敬白」
60 三角 60 31 8 バイ 薬師 77日 頁岩 自然石Ａ なし 「妙珎禅尼」
61 平頭 40 20 7 バイ 薬師 77日 頁岩 自然石Ａ 頭部 小型ながら長方形碑面を意識
62 平頭？ 34 21 4 バーンク 金剛界大日 13回忌？ 粘板岩 割石Ｂ なし
63 三角 58 23 6 タラーク 虚空蔵 33回忌 花崗岩？ 自然石Ａ なし
64 平頭 71 30 6 カ 地蔵 57日 粘板岩 自然石Ｂ 頭部背面




























番号 頭形 地上高 幅 厚さ 種子 十三仏主尊 回忌 石材 成形 加工 特記（年号は赤色　戒名・偈・真言など重要事項は太字）
66 不明 34～ 25 5 バーンク 金剛界大日 13回忌？ 粘板岩 割石Ｃ？ 背面
67 三角 69 27 10 サク 勢至 1周忌 頁岩 自然石Ａ なし
68 三角 56 22 11 バイ 薬師 77日 頁岩 自然石Ａ なし
69 不明 45～ 30 7 キリーク？ 阿弥陀？ 3回忌？ 粘板岩 割石Ａ 不明
70 アーチ 70 25 7 モーンク？ 文殊？ 37日？ 頁岩 自然石Ｂ 頭部 「明善禅尼」右左に分ける
71 三角 44 17 4 タラーク 虚空蔵 33回忌 頁岩 割石Ａ 頭部 蓮座（線刻）種子は平彫
72 三角 48 23 9 バン 金剛界大日 13回忌 頁岩 自然石Ａ 碑面 種子に仰月点
73 三角 53 22 8 バン 金剛界大日 13回忌 粘板岩 自然石Ｂ？ 頭部・碑面
74 三角 64 33 12 サク 勢至 1周忌 頁岩 割石Ｃ 頭部・側辺 左右に真言「ア・ビ・ラ・ウン・ケン」
75 三角 66 21 7 カーン 不動 初七日 頁岩 割石Ａ 側辺・裏面 偈「而生其」
76 三角 43 23 7 バ 金剛蔵？ 頁岩 割石Ａ なし
77 アーチ 88 32 17 バーンク 金剛界大日 13回忌？ 頁岩 自然石Ａ 頭部 「宝徳　二年」「十月十七日」「覚圓禅門」沢内板碑群最新1452
年か
78 三角 71 22 7 バン 金剛界大日 13回忌 頁岩 自然石Ａ 頭部
79 平頭 69 25 8 タラーク 虚空蔵 33回忌 粘板岩 自然石Ｂ？ 頭部
80 アーチ 34 25 2 バイ 薬師 77日 頁岩 割石Ａ 頭部・側辺 「禅」種子は平彫
81 ドーム 50～ 15 7 バン 金剛界大日 13回忌 砂岩 自然石Ａ 側辺 種子に仰月点
82 不明 35～ 31 2 カ 地蔵 57日 頁岩 割石Ａ 側辺　種子先
ノミ痕
83 平頭 62 15 10 バイ 薬師 77日 粘板岩 割石Ｂ なし
84 不明 56～ 24 6 バorバン 頁岩 自然石Ｂ？ 側辺
85 アーチ 80 41 20 キリーク 阿弥陀 3回忌 砂岩 自然石Ａ 種子周辺 種子は輪郭のある平彫
86 アーチ 58 22 3 サク 勢至 1周忌 粘板岩 割石Ｂ 頭部・碑面
87 平頭 84 36 8 タラーク 虚空蔵 33回忌 砂岩 割石Ｂ なし
88 アーチ 35～ 26 3 タラーク 虚空蔵 33回忌 粘板岩 自然石Ｂ？ 頭部
89 三角 71 22 8 カorカーン 地蔵or不動 粘板岩 自然石Ｂ 頭部
90 ドーム 44～ 16 11 バイ 薬師 77日 砂岩？ 自然石Ａ なし 円礫
91 三角 106 33 13 カ 地蔵 57日 砂岩？ 自然石Ａ 上半部をはつる 円礫
92 三角 52 33 4 サク 勢至 1周忌 粘板岩 割石Ｃ 頭部 種子は非常に浅く「皿彫」。
93 三角 62～ 36 9 サ 観音 100か日忌 頁岩 自然石Ｂ？ 頭部・碑面 浅い逆台形の断面　壁と底の接線にノミ？の刺突痕跡
94 不明 67～ 37 9～ 不明 頁岩 自然石Ｂ？ 碑面上部　頭
部　側辺
「珎禅尼」
95 アーチ 46 38 3～ サ 観音 100か日忌 頁岩 自然石Ａ 不明 円礫
96 三角 57 35 5 サク 勢至 1周忌 頁岩 割石Ａ 頭部・側辺 種子は涅槃点十字ないなど不整で浅い。原位置に立つ可能性。
97 三角 28 15 5 カ 地蔵 57日 頁岩？ 自然石Ａ 頭部 種子は命点認められず一筆書き風で極めて浅い。円礫
98 平頭 58 26 10 サ 観音 100か日忌 頁岩 自然石Ａ 不明
99 不明 50～ 14 7 不明 頁岩？ 自然石Ａ 不明 偈「而生其心」　法名「世久禅門」はＡ区№46の「世久」と同
一人の可能性。
100 ドーム 40 23 4 サクorバク 頁岩？ 自然石Ａ 不明 円礫
101 不明 44～ 36 1 カorカーン？ 頁岩 自然石Ａ 不明
102 アーチ 83 37 5 カ 地蔵 57日 粘板岩 割石Ｃ 不明 種子は薬研彫り風（底面ラインはある）だが命点なく非常に浅
い。№97に近似。
103 平頭 76 25 4 バン 金剛界大日 13回忌 頁岩 自然石Ａ 側辺 種子の下に「道金禅門」
104 アーチ 54 11 9 不明 砂岩？ 自然石Ａ 碑面
105 アーチ 72 19 12 不明 泥岩？ 自然石Ｂ 不明
106 不明 60 24 4 不明 頁岩 自然石Ａ 頂部




























番号 全体番号 位置 地上高（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 石材 初見（太字は加工）
1 61
最上段ａ平場
45.6 18.5 8 頁岩？ 整形なし。前面は凹凸あるが平坦面あり。
2 板碑97 28.3 14.5 4.5 頁岩？ 頭部左辺剥離加工。種子「力」。
3 62 46 25.7 7 頁岩？ 頂部剥離加工。
4 63 42.3 14 5.5 頁岩？ 頂部破損しているが一部に剥離加工残る。
5 64
最上段ｂ平場
41 20 5.5 粘板岩 前面剥離　板碑96裏に直近。裏面は大部分斜面に埋没。
6 板碑96 57 35 4.5 頁岩 頭部・側辺剥離加工。種子「サク」
7 65 24.5 18.5 5 頁岩？ 前面凹凸、剥落あり。裏面は大部分斜面に埋没。
8 板碑100
最上段ｃ平場
40 22.5 4...（左側面） 頁岩？ 円礫素材。種子「サク」または「バク」か。
9 66 33.5 27.3 2.2 砂岩 前面に凸線が走るが左半分は平坦。
10 67 27 28 5 スレート（粘板岩） 断片　前面剥落。
11 68 33.2 27 4.4以上 頁岩？ 頭部剥離加工。前面剥落顕著。
12 69a
最上段ｄ平場
20.5 31 5 スレート（粘板岩） 板碑頭部の可能性。下半欠損。下方の69ｂは別個体破片。
13 70 28 21 5..（左側面） 粘板岩 頭部整形。種子剥落した板碑の可能性。
14 板碑95 46 37.5 3以上 頁岩 種子「サ」
15 71 36.0（残存） 23.0（残存） 2.5..（左側面） スレート（粘板岩） 頭部剥離加工。板碑断片の可能性。前面剥落。
16 板碑94 67 36.5 8.5以上 頁岩 碑面ほとんど剥落だが「■珎禅尼」残存。
17 72 46 29.5 2.5..（左側面） 粘板岩 頭部剥離加工。板碑の可能性。



















番号 全体番号 地上高（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 石材 所見（太字は加工）
1 1 25.7 25.2 4.5 頁岩 前面平坦。頂部に剥離加工。埋没部に種子の可能性もある。
2 2 85 20.5 17.5 砂岩？ 左に弯曲しているが前面は平坦面。頭部右側は欠損。
3 3 44.5 26 4 頁岩？ 自然石だが前面のみ平坦。板碑用に選択された石。
4 7 63 23.5 9 砂岩？ 自然石の上部左半欠損。前面は平坦面。左半剥落。
5 10 71 25 9 頁岩 左半破損。前面は平坦。頭部加工。
6 16 60 24 4.5 頁岩？ 頭部剥離加工。
7 25 80 27 5 粘板岩？ 加工なし。前面・後面とも平坦。後面剥落多い。











































































































番号 西暦 年号月日（干支略） 所在 主尊など 偈 真言 願文（赤字は戒名含む銘文）法量（高さ・幅・厚さ） 備考












3 1299 正安元年10月 戸倉波伝谷 アン（普賢） なし なし 右志者為過去▢霊▢ 70.25.15
4 1303 乾元 2年 7月廾日 志津川細浦 バク（釈迦） 諸行無常　是生滅法　性
滅々己　寂滅為楽
なし 敬白 100.65.10 偈の出典は『涅槃経』
5 1316 正和 5年12月廾八日 志津川細浦 キリーク（阿弥陀） なし なし なし 不明
6 1318 文保 2年 4月 5日 志津川細浦 バク（釈迦） なし なし なし 110.40.35
7 1333 正慶弐節 5月19日 志津川細浦 バク（釈迦） なし なし なし 90.60.18
8 1344 康永 3年 2月 志津川細浦 キリーク（阿弥陀） なし なし なし 80.50.20
9 1345 康永 4 戸倉寺浜 カーン（不動） 今此三界　皆是我有　其中
衆生　悉是吾子
なし 志又 100.40. 偈の出典は『妙法蓮華経比喩品』









なし 下部に「孝子／敬白」 60.30.10 偈の出典は『妙法蓮華経比喩品』
2016.9再発見




13 1350 貞和 6年 5月　日 戸倉寺浜 カ（地蔵） 諸行無常　是生滅法　性
滅々己　寂滅為楽
なし なし 85.32. 偈の出典は『涅槃経』
14 1351 観応 2年 6月10日 戸倉若宮館 バン（金．大日） 十方三世仏　一切諸菩薩　
八方諸聖教　皆是阿弥陀
なし なし 110.25.8 「浄土経古徳の偈」『偈頌』（川勝
政太郎）
15 1353 文和 2年 4月 3日 志津川細浦 サク（勢至） 如来証▢▢　永断於▢▢　
▢▢至心▢　常得無量▢




16 1354 文和 3年10月 戸倉寺浜 サク（勢至） 一念弥陀佛即滅（無量）罪　
現受無比楽　後生（清浄土）
なし 施主　敬白 65.30. 出典は『観世音菩薩往生浄土本
縁経』（『偈頌』（川勝政太郎）
17 1354 文和 3年 戸倉波伝谷 カーン（不動） なし なし 孝子敬白 130.60.
18 1355 文和 4年 6月 志津川細浦 キリーク（阿弥陀） なし なし なし 105.50.25




20 1356 文和 5 戸倉寺浜 バン（金．大日） 是法平等　無有高下 なし なし 不明 偈の出典は『金剛般若経』
21 1358 延文 3年 入谷堂の森 カ（地蔵） 今此三界　皆是（剥落）　「今
此三界　皆是我有　其中衆
生　悉是吾子」）
なし なし 72.33.3 偈の出典は『妙法蓮華経』比喩
品
22 1359 延文 4年11月　日 戸倉神社 不明 なし なし 右▢▢為円▢禅尼　孝子敬
白
130.25.22
23 1360 延文 5年 3月日 戸倉波伝谷 マン（文殊） なし なし 志者 92.22.10
24 1361 延文 6年年 戸倉上沢前 アン（普賢） なし なし 右趣意▢▢ 70.30.10
25 1362 康安 2年 2月 戸倉慈眼寺 バク（釈迦） なし なし なし 72.30.9 波伝谷から移動　震災津波後行
方不明
26 1362 康安 2年11月日 戸倉塩前寺
跡
カ（地蔵） なし なし 右志者慈父為？霊忌辰也　
　孝子
71.46.8
27 1363 康安 3年正月 戸倉波伝谷 バク（釈迦） なし なし 右志趣？聖霊 68.19.12


















30 1363 貞治 2年 2月 3日 入谷信倉千
人仏
キリーク（阿弥陀） なし 光明真言 なし 175.80.33 惣供養塔の可能性











32 1369 応安 2年 2月　日 戸倉神社 キリーク（阿弥陀） なし なし 右志趣者為悲母霊▢　第三
千▢法界衆生也　敬白
93.28.15



















35 1372 応安第53月13日 志津川大雄
寺









36 1376 永和 2年11月28日 戸倉寺浜 カ（地蔵） なし なし なし 64.46.10
37 1377 永和 3年 6月　日 戸倉神社 カ（地蔵） なし なし 敬白 123.45.22
38 1378 永和4▢10月25日 戸倉若宮館 不明 なし なし 為▢▢敬白 100.30.14
39 1381 永徳元年10月 戸倉波伝谷 カ（地蔵） なし なし なし 56.28.
40 1382 永徳 2年 3月▢日 戸倉長清水 バン（金．大日） なし 右志趣意▢戒▢▢　為三十
三界▢▢並万利也　敬白
133.50.10 下記と双碑か




42 1383 永徳 3年 3月▢日 戸倉長清水 （上部欠損） なし なし 50.40.5
43 1383 永徳 3年 7月17日 戸倉大平館 カ（地蔵） なし なし 敬白 100.23.15





45 1383 永徳 3年 7月 志津川細浦 カ（地蔵） なし 敬白 60.23.15





















番号 西暦 年号月日（干支略） 所在 主尊など 偈 真言 願文（赤字は戒名含む銘文）法量（高さ・幅・厚さ） 備考
47 1385 至徳 2念 7月日 戸倉寺浜 キリーク（阿弥陀） なし なし なし 70.3
48 1385 至徳 2年 8月19日 志津川朝日
館跡






49 1386 至徳3年正月6日 戸倉波伝谷 バイ（薬師） なし なし なし 146.30.13
50 1389 康応元年11乙巳 戸倉滝浜松
林寺
バン（金．大日） なし なし なし 110.45.
51 1391 明徳2年 志津川平磯
館
ウン（阿閦） なし なし 右志者為慈母？十三年？往
生
63，15.10

















55 1395 応永 2 戸倉寺浜 バイ（薬師如来） なし なし なし 75.20.15
56 1397 応永4▢ 戸倉波伝谷 バン（金．大日） なし なし 志為意趣　三▢二▢▢ 65.36.
57 1397 応永 4年 2月12日 戸倉神社 カン（不動） なし なし 敬白 138.39.20
58 1397 応永 4年10月　日 戸倉神社 キリーク（阿弥陀） 今此三界　皆是我有　其中
衆生　悉是吾子
なし 敬白 115.40.13 偈の出典は『妙法蓮華経』
59 1403 応永10年 戸倉寺浜 バン（金．大日） 応無所在　而生其心 なし なし 30.30. 偈の出典は『金剛般若経』
60 1403 応永10年10月5日 入谷沢内 モウ？不空羂索？ なし 応永十年十月五日 65.31.7
61 1404 応永11年 8 月　日 戸倉寺浜 キリーク（阿弥陀） 是法平等　無有高下 なし 敬白 不明 偈の出典は『金剛般若経』
62 1404 応永11年 2 月日 入谷沢内 ウン（阿閦） なし 応永十一年二月日 59.29.8




64 1406 応永13年11月日 入谷水口沢
館
カ（地蔵） ▢法　▢宝 なし 不明 70.23.5
65 1406 応永13年11月日 入谷公民館
裏山
バン（金．大日） 生死事大　無常迅速 なし なし 80.40. 偈の出典は『六祖檀経』
66 1406 応永13 戸倉寺浜 サ（観音） 是法平等　無有高下 なし 生實禅門 70.35 偈の出典は『金剛般若経』
67 1408 応永15年 7 月 戸倉上沢前 イー（地蔵） なし なし ▢銀禅尼 60.20.10
68 1409 応永11年 2 月16 入谷沢内 バク（釈迦） なし 應永十一年二月十六 65.35.11
69 1413 応永20 戸倉寺浜 サ（観音） 而生其心 なし なし 48.24. 偈の出典は『金剛般若経』
70 1415 応永廾 2年 2月 戸倉寺浜 バーンク（金．大日） なし なし 志者道▢▢為三十三回 63.36. 十三仏の33回忌主尊は虚空蔵菩
薩
71 1416 応永廿 3年10月日 入谷沢内 キリーク（阿弥陀） なし 応永廿三年　丙申　十月日 81.32.4
72 1416 応永廿 3年 2月日 入谷沢内 ウン（阿閦） なし 右志趣者応永廿三年二月日 92.21.9






74 1418 応永廿 5年11月日 入谷桜沢 カン（不動） 万法一如 なし ▢▢禅門 偈の出典は澄觀『大方廣佛華嚴
經隨疏演義鈔』など
75 1419 応永廾 6年 2月 戸倉水戸辺 バン（金．大日） なし なし 右意趣及者▢之故也　乃至
法界平等利益弥也
61.11.5
76 1420 応永27年 8 月？日 志津川廻館 サク（勢至） なし なし 志趣者▢






78 1422 応永29年？月日 入谷沢内 カ（地蔵） なし 応永廿九年十一？月日 58.21.9





80 1435 永享 7年11月日 入谷沢内 バイ（薬師） 万法一如 なし 永享七（年／十一月日　右
志趣者」□□禅門
61.31.17









83 1444 嘉吉 4年 入谷沢内 カーン（不動） 万法一如 なし 嘉吉二二年三月　道金禅門
　敬白
53.34.6




85 1452 宝徳4？年10月17日 入谷沢内 バーンク（金．大日） なし 宝徳　二年　十月十七日　
覚圓禅門
88.32.17 従来は宝徳 2年とみるが「二」
が小さい　南三陸町最新
（『歴史の標』1991の板碑一覧を補正・追加）200926　偈の出典は加藤政久『石仏偈頌辞典』　国書刊行会　1990など　200927改訂
146図　南三陸町域紀年銘板碑表
114 南三陸町・沢内板碑群　　室町期の大規模な十三仏石塔婆造立の場　　
「万法一如」を含むこれらの偈の組合せは、当
地から北方、田束山に通じ、麓の壇の上板碑群
など板碑群、米山町域から一関市藤沢町黄海、
長谷山などの北上川流域と親近性があり、志津
川湾と北上川を結ぶ山の道の文化圏が見えてく
る。また、北上川下流、石巻湾に及ぶ偈「是法
平道　無有高下」「応無所住　而生其心」の広
域使用域の示す「南三陸沿岸・北上川回廊」の
広域文化圏も考えられる（147図）。
　「禅門」「禅尼」との関わりから本地域の禅
宗の教線について記す。文和５（1356）年に開
始された戸倉寺浜板碑群の偈「応無所住　而生
其心」、「是法平等　無有高下」（金剛般若経）
を多用する禅宗系板碑群の形成には、在地の寺
庵が関与していると考えている。戸倉折立の塩
前寺跡に立てられた貞治２（1363）年「右造立
塔婆者為道公（当）相七年也」の板碑は「有為
法如夢幻泡影如露亦如電応作如是」（『金剛般若
経』）の偈から禅宗の庵主「道公」の追善塔婆
と考えられる。貞治４（1365）年銘板碑の偈「若
人欲了知　三世一切仏　応観
法界性　一切唯心造」（『華厳
経』）は、板碑としては類例
を見い出していないが、恐ら
く禅宗の板碑である。ここに
は至徳２年（1385）銘、右志
趣者岬秀庵主」の板碑も存在
し、付近に「岬秀庵」という
庵があったと推定される。さ
らに同年銘の朝日館跡に立つ
妙樹禅尼逆修板碑は「受一生
記」など『瑩山清規』など禅
宗清規の回向などに使われる
用語を願文に引用している。
寺浜、塩前寺跡、朝日館跡と
続く禅宗系板碑は14世紀半ば
から後葉にかけて臨済宗建長
寺系、直接的には、松島円福
寺派の教線を主とする教線に
よるものかと考えた54。
　曹洞宗の教線については応
永２（1395）年に鶴野館跡近
くの高台に創建された入谷の普門院（桵葉沢）
が注目される。寺伝では越後「高雲寺」で修業
した道入が開いたとされ、蔵王権現から巻物を
授かったという伝承がある55。村上市の耕雲寺
五世の瑚海仲珊（1390－1469）は応永年間に東
安寺（名取市）、長禄２（1458）年に瑞雲寺（丸
森町）を創建56しており、勧請開山と考えれば
室町末期から戦国期に鶴野館主との関わりで開
山した可能性はある。もう一つの入谷の曹洞宗
寺院である龍門院（水口沢）は弘治元（1555）
年に沢内板碑群の北西1.8kmの寺沢に大雄寺の
末寺として創建されたとの伝承がある。大雄寺
の創建は異説が多いが永正年間（1504－1520）
説は比較的整合性がある。とすれば14世紀後
半、南北朝期の臨済宗の教線の伸長、室町期の
曹洞宗の教線の伸長の中で、在地の天台宗もし
くは真言宗の寺院が禅宗寺院の戒名授与策の
推進に連動したことは考えられる。なお、室町
期において臨済宗は板碑造立策を保持してい
ることは松島・雄島の板碑群においても確認さ
147図　室町期「万法一如」系偈のある板碑分布図
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れる57が、曹洞宗は確認できていない。なお、
位牌は前述のように仙台市中田南遺跡での出土
例から15世紀前半期の土豪層に普及していたこ
とが知られる。
　沢内板碑群は紀年銘では宝徳４（1352）年銘
板碑をもって終了する。その後細々と無紀年銘
の小型板碑の造立が進められた可能性はあるも
のの、僧の主導する石工など板碑造立体制の終
焉は明らかである。同時期の大船沢板碑群も紀
年銘では宝徳３年（1451）銘板碑をもって造営
を終了する。志津川湾沿岸で唯一板碑造立が続
いていた戸倉上沢前板碑群においても永享４
（1432）年10月25日バーンク種子「右意趣者道
智禅門十三年當相故建立」の紀年銘を最後とし
ている。そればかりか戸倉半島を南下した追波
湾の大規模板碑群の造営も終了するのは前述の
通りである。一方、15世紀後半期には、気仙沼
市本吉町津谷では、臨済宗寺院の主導とみられ
る小型板碑群も確認され、16世紀には「万法一
如　皆是大日」の偈を持つ板碑は栗駒町や一関
市にまで達している。地域による供養方法の選
択や集団の移動、地域支配者の動向、寺院宗派
の動向など解明すべき課題は多い。
終りに
　室町期の15世紀前半期を中心として、志津川
湾域西部最奥の谷合いの斜面に十三仏信仰に基
ずく石塔婆を造立して故人を供養し、自らも現
世・来世の幸せを願った。それは「戒名」を授
けられた10数人の男女を中心とした集団であ
り、土豪に率いられた名主たちとその家族から
成る一時的集落の存在であったのではないか。
寺庵の僧の差配の元、下の河原などから選び出
された石材を仏塔形に整形し、忌日ごとに、種
子や銘文を刻んで造立する体制ができており、
推定200基に及ぶ板碑群が残された。中には偈、
願文など具備したランクの高い板碑でありなが
ら、その彫法などの稚拙さから自分たちで製作
したような板碑も相当数ある。それはこの集団
が岩石の扱いに慣れていたからではないだろう
かと想像がふくらむ。
　それから500年余の歳月の中で、その板碑群
が歴代の地主さんはじめ多数の人々の努力によ
り保存されてきたことに感動を覚えざるを得な
い。しかしながら、今や、板碑の剥落、劣化は
著しい。皆さまのご協力のもと、懸案であった
現況調査と記録を残し得たことに感謝したい。
　この８年間、東日本大震災津波からの復興に
励む三陸南部沿岸の人々の温かいご協力をいた
だきながら、南三陸の豊饒なる歴史文化遺産に
めぐり逢い感動の日々を過ごした。津波からか
ろうじて残った板碑が「復興関連工事」で次々
と消滅、行方不明となる実態も観て来た。ほと
んどの中世古文書・記録が消失した地域におけ
る石造文化遺産の重要性、保護、活用を関係機
関および一般の方々に働きかけていきたい。
注
１　佐藤正助『志津川物語』ＮＳＫ地方出版　1985 
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